
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直交変調された色副搬送波信号を有する複合ビデオ信号の受信機のためのデジタルサン
プリングおよび色分離ユニットであって、
　

　前記ビデオ信号を サンプリング周波数でサンプリングし、サンプリング
されたビデオデータを アナログ－デジタルコンバータと、
　前記サンプリングされたビデオデータを受信し、前記サンプリングされたビデオデータ
を輝度データと色度データとに分離するデジタル輝度－色度分離器と、
　各色度サンプルが関連する位相基準値を有するような前記色度データのサンプルと

前記第１の整数と
前記第２の整数±０．２５との比に対応する位相増分を累積して決定さ

れる前記副搬送波信号との間の一定の位相の関係を各々が表示する位相基準値を前記サン
プリング周波数で発生するためのデジタル発振器と、
　サイン値およびコサイン値を記憶し、前記位相基準値を前記サイン値およびコサイン値
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選択されたサンプリング周波数でサンプルクロックを生成するタイミングユニットであ
って、前記サンプリング周波数はディスプレイのアクティブライン期間とディスプレイの
ライン毎の画素数に対応した目標サンプリング周波数に最も近い複数の適正なサンプリン
グ周波数の一つとして選択され、当該複数の適正なサンプリング周波数は第２の整数±０
．２５と、前記副搬送波信号の周期との積に等しい時間内で第１の整数個のサンプルが得
られるように定義された前記タイミングユニットと、

前記選択された
獲得する

前記
選択されたサンプリング周波数に関連する 前記選択されたサンプリング
周波数に関連する



に一致させる、前記デジタル発振器によって駆動されるメモリと、
　前記サイン値およびコサイン値、および前記色度データを受信し、各色度サンプルに関
連した位相基準値に一致させられたサイン値またはコサイン値の少なくとも一方により各
色度サンプルを乗算し、その積をローパスフィルタでフィルタリングし、よって色差デー
タを発生する復調器とを備えた、デジタルサンプリングおよび色分離ユニット。
【請求項２】
　直交変調された色副搬送波信号を有するビデオ受信機において、

色差データを発生する方法であって、
　

　

　前記副搬送波信号を サンプリング周波数でサンプリングし、色度データ
を 工程と、
　各色度サンプルが関連する位相基準値を有するように、前記色度データのサンプルと

前記第１の整数と
前記第２の整数±０．２５との比に対応する位相増分を累積して決定

される前記副搬送波信号との間の一定の位相の関係を各々が表示する位相基準値を前記
サンプリング周波数で提供する工程と、

　前記位相基準値をサイン値およびコサイン値に一致させる工程と、
　色度サンプルに関連した位相基準値に一致させられたサイン値またはコサイン値の少な
くとも一方で各色度サンプルを乗算する工程と、
　前記乗算工程の結果をローパスフィルタでフィルタリングし、前記色差データを発生す
る工程と、
　を備えた方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複合テレビ信号を受信するデジタルテレビ受像機に関し、より詳細にはテレビ
信号から色分離されたピクセルデータを得ることに関する。
【０００２】
【従来技術】
多くのテレビ放送信号、特にＮＴＳＣおよびＰＡＬ規格に基づくテレビ放送信号では、水
平ライン周波数（Ｆｈ）とカラー副搬送波周波数（Ｆｓｃ）との間が一定の関係になって
いる。例えばＮＴＳＣ信号ではライン周波数１５ , ７３４ . ２６Ｈｚの４５５／２倍に等
しい３ . ５８ＭＨｚの色度副搬送波を使用することにより、単一チャンネルで輝度と色度
を送信している。テレビ受像機側では色度副搬送波は色度と輝度とを分離（色分離）し、
更に色度成分を分離（復調）するための基準信号を与えている。
【０００３】
ＮＴＳＣ規格に従うデジタルテレビシステムでは、代表的なデジタル色分離アルゴリズム
は３ . ５８ＭＨｚの副搬送波周波数のある倍数となるサンプリングレートを必要とする。
一般に使用されるサンプリングレートは、「４ｆｓｃ」と称される、約１４ . ３１８ＭＨ
ｚとなっている。このサンプリングレートは直交空間状の色度サンプルを発生する。復調
を行うには偶数サンプルと奇数サンプルに分離し、これらを２つの信号路へ入れ、これら
をローパスフィルタでフィルタリングするだけでよい。偶数サンプルは１つのカラー成分
のためのピクセル値であり、奇数サンプルは他方のカラー成分のピクセル値である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
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ディスプレイ上にカラ
ー映像を表示するに用いられる、

前記ディスプレイのアクティブライン周期と前記ディスプレイのライン毎の画素数に対
応する目標サンプリング周波数を決定する工程と、

第２の整数±０．２５と前記副搬送波信号の周期との積に等しい時間内で第１の整数個
のサンプルが得られた複数の適正なサンプリング周波数からサンプリング周波数を選択す
る工程であって、当該選択されたサンプリング周波数は前記目標サンプリング周波数に最
も近い複数の適正なサンプリング周波数の一つである工程と、

前記選択された
獲得する

前
記選択されたサンプリング周波数に関連した 前記選択されたサンプリン
グ周波数に関連した

選
択された



４ｆｓｃサンプリングレートの問題としては、このサンプリングレートは１ライン当たり
の所望の数のピクセル数（水平解像度）に必要なサンプリングレートと常時一致している
わけではないことが挙げられる。例えば４：３のアスペクト比を備えた４８０ラインのデ
ィスプレイでは１ライン当たり６４０個のピクセルが必要である。しかしながら、一方、
４ｆｓｃサンプルレートでは１ライン当たり約７４７個のアクティブサンプルを発生する
だけである。ピクセル対サンプル比が１：１の長方形ピクセルディスプレイでは、このよ
うな値は１６ . ７％のひずみ比となる。
【０００５】
現在のシステムのうちで受信複合信号をまず４ｆｓｃでサンプリングし、次にこれらサン
プルを１ライン当たりの所望の数のサンプルとなるようにスケーリング（拡大縮小）する
ことにより、１ライン当たりに必要な数のサンプルを得ているシステムがある。しかしな
がら、このようなスケーリングに伴う問題としては、視覚的なアーティファクトが発生し
やすいことが挙げられる。また、かかるシステムは更に複雑となり、コストが高くなるこ
とも問題である。
【０００６】
テキサスインスツルメンツ社に譲渡された「デジタルテレビシステムのための色分離器」
を発明の名称とする米国特許第 5,347,321 号には、色分離とサンプリングに関する１つの
解決案が記載されている。ここでは、サンプリングを行う前に輝度信号と色度信号を分離
し、所望の水平解像度を得るのに適当なレートで輝度信号をサンプリングし、輝度データ
をスケーリングすることを不要にしている。色成分を容易に分離できるように４ｆｓｃで
色度信号をサンプリングし、次にサンプルをスケーリングしている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の特徴の１つは、直交変調された色副搬送波信号を有するアナログビデオ信号の受
信機のためのデジタルサンプリングおよび色分離ユニットにある。かかる信号の周知の例
としてＮＴＳＣおよびＰＡＬ規格に基づくテレビ信号がある。このビデオ信号は、アナロ
グ－デジタルコンバータによりサンプリング周波数でサンプリングされる。サンプリング
周波数は整数±０ . ２５×前記副搬送波信号の周期に等しい時間内で整数個のサンプルが
得られるように選択される。サンプリングされたビデオデータは輝度／色度分離器へ送ら
れ、この分離器はサンプリングされたビデオデータを輝度データと色度データとに分離す
る。サンプリング中、デジタル発振器は各色度サンプルに対し位相基準値を与えるように
サンプリング周波数で作動する。位相基準値の各々は色度サンプルと副搬送波信号との間
の位相の関係を示す。位相基準値によってアドレス指定されるルックアップテーブルのよ
うなメモリがサイン値およびコサイン値を記憶し、位相基準値をこれらサイン値およびコ
サイン値に一致させる。デジタル復調器はこれらサイン値およびコサイン値および色度サ
ンプルを受信し、各色度サンプルにサイン値またはコサイン値を乗算し、よってカラーデ
ータを与える。この結果得られるサンプリングおよび色分離ユニットの出力は３つのチャ
ンネルにおけるピクセルデータとなる。１つのチャンネルは輝度データ用であり、他の２
つのチャンネルはカラーデータ用である。
【０００８】
本発明の利点としては、簡単かつ直接的に複合ビデオ信号からカラー分離されたピクセル
データが得られることが挙げられる。同時に種々のディスプレイ方式のための水平解像度
条件を満たすようにサンプリング周波数を変えることができる。上記条件を満たすような
任意のサンプリング周波数が適当である。所定の水平解像度に対し、このサンプリング周
波数はライン当たり所望する数のサンプルを発生する目標周波数に最も近い適性なサンプ
リング周波数を計算することによって選択される。
【０００９】
【発明の実施の態様】
図１は、デジタルディスプレイシステム１０のデジタルデータパスの構成部品を示す。こ
こにはピクセルデータを得て、これをディスプレイするために使用される構成部品しか示
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さず、同期およびオーディオ信号処理のような作業に使用される構成部品は図示されてい
ないと理解すべきである。最後に、次の説明では、放送テレビ信号のためのディスプレイ
システム１０を参照するが、このディスプレイシステム１０はアナログ複合ビデオ信号を
受信し、この信号によって表示される画像をディスプレイまたは記憶するための任意のタ
イプの機器でもよいと理解すべきである。
【００１０】
ディスプレイシステム１０はディスプレイを発生するための空間光変調器、特にデジタル
マイクロミラーデバイス１９を使用するものである。以下、このデバイスについてより詳
細に説明するが、このデバイスを他のピクセルアレイデバイスと置換することも可能であ
る。本発明は色度データを色差データに復調することを含む色分離を容易にするように、
複合ビデオ信号をサンプリングするサンプリングおよび色分離ユニット１２に関するもの
である。図１には示されていないが、このサンプリングおよび分離ユニット１２はＳＬＭ
１９の代わりに陰極線管（ＣＲＴ）ディスプレイを有するデジタルディスプレイシステム
と併用できる。かかるシステムに対してはデータをアナログ信号に再び変換し、ＳＬＭ１
９へ送る代わりにＣＲＴをスキャンする。
【００１１】
ディスプレイシステム１０の種々の構成部品を次のように概観すると、本発明の理解に役
立つ詳細な情報が得られる。ＤＭＤに基づく画像ディスプレイシステムに関する詳細は「
標準の独立したデジタル化されたビデオシステム」を発明の名称とする米国特許第 5,079,
544 号、「デジタルテレビシステム」を発明の名称とする米国特許出願第 08/147,249号お
よび「ＤＭＤディスプレイシステム」を発明の名称とする米国特許出願第 08/146,385号に
記載されている。これら米国特許および特許出願のいずれもテキサスインスツルメンツ社
に譲渡されており、本明細書ではこれらを参考例として引用する。
【００１２】
ビデオ入力信号は色度成分と輝度成分を有するなんらかのアナログ複合信号でよい。本明
細書では輝度成分をＹ成分と称し、色度成分をＣ成分と称す。このＣ成分は２つの色差信
号、例えばＣ R  およびＣ B  から成る。色度信号は色副搬送波、例えばＮＴＳＣ信号に使用
される３ . ５８ＭＨｚのサブキャリア上に振幅および位相変調されている。
【００１３】
本発明の説明上、従来のデジタル色分離のためのサンプリング周波数は、１ライン当たり
任意の数のサンプルを発生するサンプリング周波数と必ずしも同じでないものとする。例
えば、従来技術の項に記載したように、ＮＴＳＣシステムでは４ｆｓｃのサンプリング周
波数は４：３のアスペクト比のために好ましい、１ライン当たりのサンプル数を必ずしも
発生するものでない。
【００１４】
信号インターフェース１１は従来の信号インターフェース機能、例えばチューニング、フ
ィルタリングおよび同期信号除去を行う。本発明に係わるインターフェース１１の主たる
機能は、複合Ｙ／Ｃ信号をサンプリングおよび分離ユニット１２へ与えることにある。
【００１５】
図２Ａ～５を参照してサンプリングおよび分離ユニット１２について詳細に説明する。後
に説明するように、このユニットは本発明にしたがって決定されたサンプリング周波数で
アナログ信号をサンプリングする。このサンプリング周波数は色差値を計算できるように
色副搬送波基準バースト信号に対し特定の関係となっている。このサンプリングおよび分
離ユニット１２によって得られるサンプル信号は３本のチャンネル、すなわち輝度データ
チャンネルと２本の色差データチャンネルに出力される。
【００１６】
ピクセルデータプロセッサ１３は種々の処理作業を実行することによりディスプレイのた
めのデータを発生する。このプロセッサ１３は処理中にピクセルデータを記憶するための
処理メモリを含む。プロセッサ１３により実行される作業としては、線形化、色空間変換
およびプロスキャンがある。線形化はＣＲＴディスプレイの非線形動作を補償するため放
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送信号上で行われるガンマー補正の効果を除く作業であり、色空間変換はデータをＲＧＢ
データに変換する作業であり、プロスキャンは奇数または偶数ラインを満たすための新し
いデータを発生することにより、データのインターレース（飛び越し走査）されたフィー
ルドをフレームに変換する作業である。これらの作業を実行する順序は変えてもよい。
【００１７】
フレームメモリ１４はプロセッサ１３からの処理されたピクセルデータを受信する。フレ
ームメモリ１４は入力端または出力端上のデータを「ビット平面」フォーマットにフォー
マット化し、このビット平面をＳＬＭ１９に送る。ビット平面フォーマットはＳＬＭ１９
の各ピクセルに対しある時間に１つのビットを与えるものであり、各ピクセルをそのビッ
トの重みに従ってオンまたはオフに切り換えできるようにするものである。例えば、３つ
のカラーの各々に対し各ピクセルがｎビットで表示される場合、１フレーム当たりビット
平面の数は３ｎ個となる。ビット平面が低いほうの位のビットを含む結果、ディスプレイ
時間はより高い位のビットを含むビット平面よりも短くなる。ピクセル値が０（黒色）で
あると、その結果としてフレーム中のそのカラーに対しピクセルはオフにされる。各カラ
ーに対し１ＬＳＢ（最小位ビット）の期間から２ n  －１のＬＳＢ期間までの間にＳＬＭ１
９の各ミラー素子をオンとすることができる。換言すれば、各カラーは２ n  －１の時間ス
ライスを有し、この時間スライスの間に０から２ n  －１の間の任意の時間スライス中に任
意のピクセルをオンにできる。
【００１８】
代表的なディスプレイシステム１０ではフレームメモリ１４はダブルバッファメモリとな
っており、このことはこのフレームメモリが少なくとも２つのディスプレイフレームのた
めの容量を有することを意味している。一方のディスプレイフレーム用のバッファをＳＬ
Ｍ１９に対し読み出しながら、他方のディスプレイフレーム用のバッファに書き込みでき
る。これら２つのバッファはＳＬＭ１９にデータを連続して利用できるようにピンポン状
に制御される。
【００１９】
上記のように、この説明ではＳＬＭ１９がデジタルマイクロミラーデバイス（ＤＭＤ）と
なっているディスプレイシステムを参照するが、このデジタルマイクロミラーデバイスは
、同時にオン、オフに切り換えできる別々にアドレス指定可能なピクセル素子を特徴とす
る。画像フレーム中にオンにすべきピクセルをアドレス指定し、各ピクセル素子がオンと
されるフレーム当たりの時間長さを制御することにより画像を形成する。ＳＬＭの一例と
してはテキサスインスツルメンツ社によって製造されているデジタルミラーデバイス（Ｄ
ＭＤ）がある。この説明のため、４８０本のラインの垂直解像度を備えたＳＬＭ１９を仮
定する。ＳＬＭ１９のミラー素子は所定の垂直方向の解像度（ＶＲ）および所望のアスペ
クト比（ＡＲ）に対し水平方向の改造度（ＨＲ）が、次の式によって決定されるように長
方形となっている。
【００２０】
【数１】
ＡＲ＝ＨＲ／ＶＲ
【００２１】
４８０ラインのディスプレイおよび４：８のアスペクト比に対し１本のライン当たりのピ
クセル数は次のとおりとなる。
【００２２】
【数２】
４／３＝ＨＲ／４８０
ＨＲ＝６４０
【００２３】
ＳＬＭ１９に入射する光は光源１６によって発生され、回転カラーホイール１５を通過さ
せられる。レンズ１７ａはソースビーム状をしたソース照明光をカラーホイール１５の平
面にスポットサイズで合焦する。レンズ１７ｂは光をＳＬＭ１９へ向けるものである。
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【００２４】
図１の例ではカラーホイール１５は３つのフィルタセグメントを有し、各セグメントは異
なる原色の１つに対応する。本明細書における例では、これらカラーはＲＧＢカラー、す
なわち赤、緑および青となっている。別の実施例では他のカラーを使用したり、２つ以下
のカラーまたは４つ以上のカラーを使用することも可能である。また各カラーに対し２つ
以上のセグメントを設けることも可能である。これらセグメントは全く同じ大きさにする
必要はなく、それぞれの大きさは所望のカラーバランスに応じて決めてもよい。各カラー
のデータはシーケンス化され、ＳＬＭ１９へ送られる光が通過するカラーホイール１５部
分がディスプレイ中のデータに対応するようにデータのディスプレイを同期化する。この
説明の例では各ピクセルはＲＧＢデータによって表示される。このことは各ピクセルが赤
色の値、緑色の値および青色の値を有することを意味している。フレーム内のすべてのピ
クセルの各カラーに対する値をディスプレイする際に光が対応する赤色、青色または緑色
フィルタを通過するようにカラーホイール１５が回転する。ピクセルごとにこれら３つの
値の組み合わせが所望するカラーとして知覚される。
【００２５】
カラーホイール１５はシャフト１５ｂに取り付けられており、このシャフトはモータ１５
ａによって駆動され、よってカラーホイール１５を回転するようになっている。このカラ
ーホイール１５の速度および位相はモータ制御ユニット１５ｃによって制御される。Ｔ秒
のフレーム時間の間に１つのフレームのデータがディスプレイされる場合、カラーホイー
ル１５はＴ秒の回転時間を有する。例えば１秒当たり６０フレームのディスプレイレート
に対応するよう、所望する速度を毎秒６０回転とすることができる。
【００２６】
マスタータイミングユニット１８は種々のシステム制御機能を実行する。このマスタータ
イミングユニット１８によって発生される１つのタイミング信号としてピクセル値の各ビ
ット重みに対するディスプレイ時間を定める信号がある。この信号は本発明に従って決定
される周波数でサンプルクロック信号も発生できる。
【００２７】
図１には示していないが、システム１０はＳＬＭ１９からの画像を集め、これを画像平面
（スクリーン）に投影するための投影レンズおよびその他種々の光学的デバイスも含む。
【００２８】
図２Ａは、サンプリングおよび分離ユニット１２をより詳細に示す。この図２Ａの実施例
ではデジタルＹ／Ｃ分離器２２がＣ（色度）データとＹ（輝度）データとを分離する前に
Ａ／Ｄコンバータ２１がデータをサンプリングする。しかしながら図２Ｂの別の実施例に
示されているように、デジタルＹ／Ｃ分離器２２の代わりにアナログＹ／Ｃ分離器２１０
を使用し、Ｙ信号およびＣ信号をサンプリングするのに２つのＡ／Ｄコンバータ２１１を
使用することも可能である。
【００２９】
Ａ／Ｄコンバータ２１（図２Ａ）およびＡ／Ｄコンバータ２１１（図２Ｂ）は本発明に従
い、所定のサンプリングレートで作動する。図２Ａを参照するとＡ／Ｄコンバータ２１は
複合ビデオ信号を受信する。このコンバータは下記の数式で表現されるように、サンプル
クロック周波数における整数ｎ個のサンプルが時間的にｆｓｃにおける整数ｍ±０ . ２５
サイクルに等しくなるように、本発明により決定されたレートでこの信号をサンプリング
する。
【００３０】
【数３】
ｎＴ P C＝（ｍ＋／－  .２５）Ｔ s c

【００３１】
ここでＴ P Cはピクセル（サンプル）クロックの周期であり、Ｔ s cは色副搬送波の周期であ
る。ＮＴＳＣビデオでは副搬送波の周期Ｔ s cは約０ . ２８μ秒である。
【００３２】
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サンプルレートすなわちＴ P Cを選択するため、目標サンプルレートを計算し、ｍおよびｎ
の適当な値を決定する。この説明の例では目標サンプルレートは１２ . ２７ＭＨｚであり
、この値は１ライン当たり４８０個のサンプルを発生するサンプルレートである。目標サ
ンプルレートはアクティブライン周期および１ライン当たりのピクセル数に従って計算す
る。
【００３３】
図３は上記式に代入されたｎおよびｍの値のマトリックスを示し、この式は１／Ｔ P C＝ｆ

P Cの種々の値に対して解かれている。目標値ｆ P Cに最も近いｆ P Cの計算値を見つける。こ
の目標のｆ P Cが１２ . ２７ＭＨｚであれば最も近いサンプルレートは１２ . ２７ＭＨｚと
なり、この値はｍ＝５およびｎ＝１８に対応する。従ってＡ／Ｄコンバータ２１は１２ . 
２７ＭＨｚのサンプリング周波数で作動する。説明の都合上、数字はまるめられている。
【００３４】
再び図２Ａを参照すると、Ｙ／Ｃ分離器２２はサンプリングされたデータを受信し、Ｙ（
輝度）サンプルとＣ（色度）サンプルとを分離する。このＹ／Ｃ分離器２２は輝度データ
と色度データを分離するための任意のデジタル手段でよい。バンドパスまたはクシ歯フィ
ルタリングのような従来のデジタル色分離方法を使用することもできる。
【００３５】
この点で、Ｙデータは更に処理ができる状態となっているが、Ｃデータは、まず２つのチ
ャンネルの色差サンプルに復調しなければならない。Ａ／Ｄコンバータ２１のサンプリン
グレートはデジタル発振器２３、ルックアップテーブル２４および復調器２５を併用する
ことにより、直交同期式復調を可能にしている。
【００３６】
図４は、１２ . ２７ＭＨｚのサンプリングレートで得られる色度サンプルと３ . ５８ＭＨ
ｚの副搬送波信号との間の位相の関係を示す。５ . ２５サイクル当たりのサンプル数は１
８である。これらサンプルは３ . ５８ＭＨｚの信号のサイン値およびコサイン値と一定の
繰り返される位相関係を有する。表示するように、この位相の関係は２４のサンプル周期
ごとに繰り返される。
【００３７】
再び図２Ａを参照すると、デジタル発振器２３はメモリ２４に位相基準値を与え、次にメ
モリ２４はサンプル値を乗算すべきサイン値およびコサイン値を与える。この説明の例で
はメモリ２４はルックアップテーブル（ＬＵＴ）であり、位相基準値によってアドレス指
定される。デジタル発振器２３はサンプル周期ごとに位相インクリメント値を累積し、サ
ンプルクロックとｆ s cとの間の位相の差に合わせる。各位相インクリメント値ｐｉ（度）
は次のように計算される。
【００３８】
【数４】
　
　
　
　
　
　
【００３９】
この説明の例では各位相のインクリメント値は次のとおりである。
【００４０】
【数５】
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【００４１】
サンプルクロック信号ごとにこのインクリメント値は３６０度のサイクルでその時の位相
に加えられる。発振器２３は２ K  ＝３６０（ここでＫはビット数である）、かつ１１１ ..
..１＝３６０となるように設計できる。ｆ P Cとｆ S Cとの間の初期の位相の関係を確定する
ように初期値が与えられる。これは基準信号とサンプル信号の０点でのオフセットを比較
することにより実行できる。位相インクリメント値は発振器２３をカラーバーストに位相
ロックするよう、カラーバースト信号の測定された位相および振幅によって若干変更でき
る。
【００４２】
再び図２Ａを参照すると、デジタル発振器２３の出力はルックアップテーブルメモリ２４
を駆動し、メモリ２４は復調のためのサイン基準信号およびコサイン基準信号を発生する
。メモリ２４からデジタル復調１５へサイン値およびコサイン値が送られ、復調２５は色
度データを復調する。
【００４３】
図５は、デジタル発振器２３、ルックアップテーブル２４および復調器２５の一実施例の
ブロック図である。デジタル発振器２３は加算器５１とアキュムレータ５２から成る。加
算器５１は上記のように計算された位相インクリメント値をその時の各位相値に加え合計
値はアキュムレータ５２によって累算される。アキュムレータ５２の出力はルックアップ
テーブル２４を駆動する。ルックアップテーブル２４からのサイン値およびコサイン値は
乗算器２５を使用することによりＣデータによって乗算される。Ｃデータの各サンプルは
コサイン値およびサイン値によって乗算され、Ｃ B  値およびＣ R  値を与える。
【００４４】
図４を参照して復調器２５の作動の一例を説明すると、サンプル４は６０度（１０５度×
４サンプル＝４２０度；４２０度－３６０度＝６０度）の位相差を有する。サンプル４の
値がｘである場合、サンプル４の色差値はｘ（コサイン６０）およびｘ（サイン６０）と
なる。これら値はローパスフィルタ５４でフィルタリングされ、出力色度データを発生す
る。
【００４５】
その他の実施例
以上で特定の実施例を参照して本発明について説明したが、この説明は限定的なものでは
ない。当業者には開示した実施例の種々の変形例のみならず、別の実施例も明らかとなろ
う。従って、添付した特許請求の範囲は本発明の真の範囲内に入るこれらすべての変形例
をカバーするものである。
【００４６】
以上の説明に関して更に以下の項を開示する。
（１）直交変調された色副搬送波信号を有する複合ビデオ信号の受信機のためのデジタル
サンプリングおよび色分離ユニットであって、
整数±０ . ２５×前記副搬送波信号の周波数に等しい時間内で整数個のサンプルが得られ
るようなサンプリング周波数で前記ビデオ信号をサンプリングし、サンプリングされたビ
デオデータを発生するアナログ－デジタルコンバータと、
前記サンプリングされたビデオデータを受信し、前記サンプリングされたビデオデータを
輝度データと色度データとに分離するデジタル輝度－色度分離器と、
各色度サンプルが関連する位相基準値を有するような前記色度データのサンプルと前記副
搬送波信号との間の一定の位相の関係を各々が表示する位相基準値を前記サンプリング周
波数で発生するためのデジタル発振器と、
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サイン値およびコサイン値を記憶し、前記位相基準値を前記サイン値およびコサイン値に
一致させる、前記デジタル発振器によって駆動されるメモリと、
前記サイン値およびコサイン値、および前記色度データを受信し、各色度サンプルに関連
した位相基準値に一致させられたサイン値またはコサイン値で各色度サンプルを乗算し、
その積をローパスフィルタでフィルタリングし、よって色差データを発生する復調器とを
備えた、デジタルサンプリングおよび色分離ユニット。
（２）前記メモリが前記位相基準値によってアドレス指定されるルックアップテーブルで
ある、前記第１項記載のサンプリングおよび色分離ユニット。
（３）前記デジタル発振器が加算器およびアキュムレータを含む、前記第１項記載のサン
プリングおよび色分離ユニット。
（４）前記デジタル発振器が３６０度のサイクルで各色度サンプルに対し累積した位相イ
ンクリメント値を受信する、前記第１項記載のサンプリングおよび色分離ユニット。
（５）前記復調器が第１色差信号を発生する第１データパス上に設けられた乗算器および
ローパスフィルタを備え、更に第２色差信号を発生する第２データパス上に設けられた乗
算器およびローパスフィルタを備える、前記第１項記載のサンプリングおよび色分離ユニ
ット。
（６）前記副搬送波信号の前記周期が約０ . ２８μ秒であるように、前記複合ビデオ信号
がＮＴＳＣ信号である、前記第１項記載のサンプリングおよび色分離ユニット。
【００４７】
（７）直交変調された色副搬送波信号を有する複合ビデオ信号の受信機のための色度サン
プリングおよび復調ユニットであって、
整数±０ . ２５×前記副搬送波信号の周波数に等しい時間内で整数個のサンプルが得られ
るようなサンプリング周波数で前記副搬送波信号をサンプリングし、色度データを発生す
るアナログ－デジタルコンバータと、
各色度サンプルが関連する位相基準値を有するような前記色度データのサンプルと前記副
搬送波信号との間の一定の位相の関係を各々が表示する位相基準値を前記サンプリング周
波数で発生するためのデジタル発振器と、
サイン値およびコサイン値を記憶し、前記位相基準値を前記サイン値およびコサイン値に
一致させるメモリと、
前記サイン値およびコサイン値、および前記色度データを受信し、各色度サンプルに関連
した位相基準値に一致させられたサイン値またはコサイン値により各色度サンプルを乗算
し、その積をローパスフィルタでフィルタリングし、よって色差データを発生する復調器
とを備えた、デジタルサンプリングおよび色分離ユニット。
（８）前記メモリが前記位相基準値によってアドレス指定されるルックアップテーブルで
ある、前記第７項記載のサンプリングおよび色分離ユニット。
（９）前記デジタル発振器が加算器およびアキュムレータを含む、前記第７項記載のサン
プリングおよび色分離ユニット。
（１０）前記デジタル発振器が３６０度のサイクルで各色度サンプルに対し累積した位相
インクリメント値を受信する、前記第７項記載のサンプリングおよび色分離ユニット。
（１１）前記復調器が第１色差信号を発生する第１データパス上に設けられた乗算器およ
びローパスフィルタを備え、更に第２色差信号を発生する第２データパス上に設けられた
乗算器およびローパスフィルタを備える、前記第７項記載のサンプリングおよび色分離ユ
ニット。
（１２）前記副搬送波信号の前記周期が約０ . ２８μ秒であるように、前記複合ビデオ信
号がＮＴＳＣ信号である、前記第７項記載のサンプリングおよび色分離ユニット。
【００４８】
（１３）直交変調された色副搬送波信号を有するビデオ受信機において、色差データを発
生する方法であって、
整数±０ . ２５×前記副搬送波信号の周波数に等しい時間内で整数個のサンプルが得られ
るようなサンプリング周波数で前記副搬送波信号をサンプリングし、色度データを発生す
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る工程と、
各色度サンプルが関連する位相基準値を有するような前記色度データのサンプルと前記副
搬送波信号との間の一定の位相の関係を各々が表示する位相基準値を前記サンプリング周
波数で発生する工程と、
前記位相基準値をサイン値およびコサイン値に一致させる工程と、
色度サンプルに関連した位相基準値に一致させられたサイン値またはコサイン値で各色度
サンプルを乗算する工程と、
前記乗算工程の結果をローパスフィルタでフィルタリングし、前記色差データを発生する
工程とを備えた方法。
（１４）前記サンプリング工程の前に前記サンプリング周波数が１ライン当たりの所望す
る数のサンプルを発生する目標サンプリング周波数に近似するように、前記サンプリング
周波数を選択する工程が先行する、前記第１３項記載の方法。
（１５）前記各色度サンプルをサイン値およびコサイン値の双方で乗算し、各色度サンプ
ルが２つの色差値を発生するように、前記一致工程を実行する、前記第１３項記載の方法
。
（１６）３６０度のサイクルで一定の位相インクリメント値を累積することにより、位相
基準値を発生する前記工程を実行する、前記第１３項記載の方法。
【００４９】
（１７）色差情報用の直交変調された副搬送波信号を有するビデオ信号のデジタルテレビ
受像機であって、
前記ビデオ信号を受信し、これに同調する信号インターフェースと、
サンプリングおよび色分離ユニット（このユニットは整数±０ . ２５×前記副搬送波信号
の周波数に等しい時間内で整数個のサンプルが得られるようなサンプリング周波数で前記
ビデオ信号をサンプリングし、サンプリングされたビデオデータを発生するアナログ－デ
ジタルコンバータと、
前記サンプリングされたビデオデータを受信し、前記サンプリングされたビデオデータを
輝度データと色度データとに分離するデジタル輝度－色度分離器と、
各色度サンプルが関連する位相基準値を有するような前記色度データのサンプルと前記副
搬送波信号との間の一定の位相の関係を各々が表示する位相基準値を前記サンプリング周
波数で発生するためのデジタル発振器と、
サイン値およびコサイン値を記憶し、前記位相基準値を前記サイン値およびコサイン値に
一致させる、前記デジタル発振器によって駆動されるメモリと、
前記サイン値およびコサイン値、および前記色度データを受信し、各色度サンプルに関連
した位相基準値に一致させられたサイン値またはコサイン値で各色度サンプルを乗算し、
その積をローパスフィルタでフィルタリングし、よって色差データを発生する復調器とを
備える）と、
前記輝度データおよび前記色度データを受信し、前記データにピクセル処理作業を実行す
るピクセルプロセッサと、前記データにディスプレイを与えるフレームメモリとを備えた
、デジタルテレビ受像機。
（１８）前記データをディスプレイする空間光変調器を更に備えた前記第１７項記載の受
像機。
（１９）前記サンプリングおよび色分離ユニットの前記メモリが、前記位相基準値によっ
てアドレス指定されるルックアップテーブルである、前記第１７項記載の受像機。
（２０）前記デジタル発振器が加算器およびアキュムレータを備える、前記第１７項記載
の受像機。
【００５０】
（２１）色副搬送波を有するＮＴＳＣ信号のような複合ビデオ信号のテレビ受像機１０の
ためのデジタルサンプリングおよび分離ユニット１２である。本発明に従って選択された
周波数でビデオ信号をサンプリングする。この周波数は副搬送波信号と一定の繰り返され
る位相関係を有するサンプルを発生する（図４）。この結果、位相基準値を使用してサン
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プルを正しい色差値に変換できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係わるサンプリングおよび分離ユニットを有するデジタルテレビ受像機
のビデオ信号に関連した構成部品のブロック図である。
【図２】Ａは、図１のサンプリングおよび分離ユニットのブロック図である。
Ｂは、図１のサンプリングおよび分離ユニットの別の実施例を示す図である。
【図３】本発明によりサンプリング周波数をどのように選択するかを示す図である。
【図４】本発明に従って得られたサンプルおよびそれらの色副搬送波との位相の関係を示
す図である。
【図５】図２のデジタル発振器、ルックアップテーブルおよび復調器を更に詳細に示す図
である。
【符号の説明】
２１　Ａ／Ｄコンバータ
２２　Ｙ／Ｃ分離器
２３　デジタル発振器
２４　ルックアップテーブルメモリ
２５　復調器
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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